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Chapter 4 Conformal Mesh 
Tutorial

このﾁｭｰﾄﾘｱﾙは始める前に、ｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼｭの背景を説明した Sonnet User’s 
Guideの169ﾍﾟｰｼﾞの第11章“Conformal Mesh”を読むことをお勧めします。

この例題では、以下に示した例題ﾌｧｲﾙ cm_spiral.son を使用します。この
ﾌｧｲﾙは Sonnet の例題から入手することができます。Sonnetの例題ﾌｧｲﾙの
入手方法については、いずれかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾆｭｰから Help ⇒ Examples を選
択し、次に Instructions ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 PDF ﾌｫｰﾏｯﾄを使ってこの節を
お読みになっている場合は、上のﾘﾝｸをｸﾘｯｸしてください。
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このｽﾊﾟｲﾗﾙは標準図形ﾊﾟﾚｯﾄを使ってこの回路に追加されたことにご注
目ください (Tools ⇒ Add Metalization ⇒ Round Spiral)。 

Sonnetはﾃﾞﾌｫﾙﾄで staircase fill（階段状の充填）を使用します。 階段状の充
填を使うとこの回路は 30,000 ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝを使用し、そのﾒﾓﾘ容量はおよそ
7,000 Mbyteとなります。この解析はほとんどのｺﾝﾋﾟｭｰﾀで解析不可能、
或いは非常に時間がかかります。このﾁｭｰﾄﾘｱﾙでは、ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ数を減ら
すのに適した場所にｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼﾝｸﾞを使い、この回路が約 2,800 ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ
を使い、 69 Mbyte ﾒﾓﾘを使用するようにします。 

これはｽﾊﾟｲﾗﾙの曲線部をｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ
する必要のある、多数の矩形の
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝを示した回路を拡大した
ものです。 給電線はﾏﾝﾊｯﾀﾝ型図形
なので、大きなｻﾌﾞｾｸｼｮﾝを使い、
数が少ないことにご注目くださ
い。 



Chapter 4  Conformal Mesh Tutorial

65

Sonnet User’s Guideの第11章の“Conformal Mesh”の rules listで述べたよう
に、大きな矩形の図形の上ではｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼﾝｸﾞを使用します。この例題
のｽﾊﾟｲﾗﾙは 3つの図形からできています。3巻きのｽﾊﾟｲﾗﾙｲﾝﾀﾞｸﾀと 2本
の給電線です。1本の給電線は、ｽﾊﾟｲﾗﾙと同じﾚﾍﾞﾙにあり、また viaに
よってｽﾊﾟｲﾗﾙに接続しているもう 1本の給電線は下のﾚﾍﾞﾙにあります。 

No Polygon Overlap
Sonnet User’s Guideの Rule 1:Polygon Overlapでは、ｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼｭを使用す
る回路では、図形が重なり合ってはいけないと述べています。ﾚﾍﾞﾙ 0で
ｽﾊﾟｲﾗﾙの導体と給電線との境界を拡大してみると、以下のように 2つの
図形が重なり合っていることに気づくでしょう。 

Merge Polygon ｺﾏﾝﾄﾞを使用すると、回路から重なり部分を容易に取り除
くことができます。それには次のようにします。

Overlap
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1 導体に重なり合っている小さな矩形の図形の上をｸﾘｯｸして、これを選択
します。 

図形が強調表示されます。 

2 ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｰを押したまま、このｽﾊﾟｲﾗﾙの上をｸﾘｯｸしてこれを選択します。 

ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｰを押したままにすると、前に選択した項目を非選択にしなくて
も、別のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択することができます。 両方の図形が強調表示さ
れます。
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3 Project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Edit ⇒ Merge Polygons を選択します。

2つの図形が 1つの図形に まとめられ、重なり部が削除されます。 

Invoking Conformal Meshing 
3巻きのｽﾊﾟｲﾗﾙにｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼﾝｸﾞを適用する必要があります。 ｺﾝﾌｫｰﾏﾙ　
ﾒｯｼﾝｸﾞを起動するには、ｽﾊﾟｲﾗﾙ図形に ｺﾝﾌｫｰﾏﾙ充填のﾀｲﾌﾟを適用します。
それは以下のようにします。
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4 ｽﾊﾟｲﾗﾙ図形の上をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、この図形用の Metalization Properties 
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｵｰﾌﾟﾝします。

図形が強調表示され、 Metalization Properties ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されま
す。 

5 Fill Type ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから Conformal を選択します。

これでｽﾊﾟｲﾗﾙ図形にｺﾝﾌｫｰﾏﾙｻﾌﾞｾｸｼｮﾆﾝｸﾞが適用されます。もし、 Notice 
が表示されたら、 OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてこのﾒｯｾｰｼﾞをｸﾛｰｽﾞしてください。

6 OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしこの変更事項を適用し、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｸﾛｰｽﾞします。

図形の形が変わってないことにご注目ください。 

Viewing Conformal Meshing
ｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼﾝｸﾞのｻﾌﾞｾｸｼｮﾆﾝｸﾞへの効果を見るには、この回路上で 
Estimate Memory ｺﾏﾝﾄﾞを実行し、そのｻﾌﾞｾｸｼｮﾆﾝｸﾞを見る必要がありま
す。それには次のようにします。
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7 Project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Analysis ⇒ Estimate Memory を選択します。

回路の使用ﾒﾓﾘの見積り中にｽﾃｰﾀｽﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。お使いの
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによって処理速度と使用可能なﾒﾓﾘが異なりますが、
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾆﾝｸﾞ の終了には数分かかるかもしれません。ｻﾌﾞｾｸｼｮﾆﾝｸﾞ が終了
すると、Estimated Memory ｳｨﾝﾄﾞｳが表示されます。 

必要ﾒﾓﾘ容量は約 77 Mbyteで、ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ数はおよそ 2900 ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝです。

8 Estimated Memory ｳｨﾝﾄﾞｳの View Subsections ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

Subsection Viewerをｵｰﾌﾟﾝするのに、若干時間がかかります。 以下のよう
な、ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝが黒い枠で強調表示された回路が表示されます。

ｽﾊﾟｲﾗﾙ導体にｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼﾝｸﾞを適用することによって、必要なｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ
を 70,000 から 2,800 に減らし、また必要なﾒﾓﾘ容量を 7,000 Mbyteから約
69 Mbyteに減らしました。この解析はこれで取り扱いが可能な問題とな
りました。これでｺﾝﾌｫｰﾏﾙﾒｯｼﾝｸﾞのﾁｭｰﾄﾘｱﾙは終了です。




